な いぢ やない か。」 

「あの 紺 サァヂ の 背広 を 見 給へ。 宛然た る ベッティ 

ィ • ブル ジ ョ ァ だから。」 

「おや、 君が 落語家の やうな 帯 をし める のに は 驚い 

た。」 

「やっぱり 君が 大島を 着て ゐ ると、 山の手の 坊ちゃん 

と 云 ふ 格 だね。」 

こんな 事 を 盛に 云 ひ 合って ゐる。 

すると 一番 末席に、 妙な 痩せ 男の ゐる のが 見えた。 

うるし も A い 力 力 

その 男 は 古風な 漆紋 のつ いた、 如何 はしい 黄 びら を 

着用して ゐる。 この 着物が どうも さっきから、 散々 槍 
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